
　令和６年度の一般会計と各種特別会計の決算が、美里町議
会９月会議において原案どおり承認されました。令和６年度
の決算の概要についてお知らせします。

令和６年度

決算
■一般会計歳入　157億8,936万円

■実質収支額　３億6,580万円

■一般会計歳出　153億7,292万円
　一般会計の歳入は、前年度と比較して43億
5,091万円の増加となり、過去最大の規模とな
りました。
　全体を占める割合が最も高い地方交付税では、
経済対策の事業を円滑に実施するため国から普
通交付税の追加交付がありました。国・県支出
金および町債は、新中学校建設工事により前年
度よりも大幅な増加となりました。町税は、国
の定額減税の影響で前年度よりも約8千万円減
少しましたが、この減少分は国の特例交付金に
より補てんされました。

　実質収支額は、歳入決算額から歳出決算額と次年度に繰越した事業で使う財源分を控除したも
ので、決算の剰余金とされています。令和６年度は、実質収支額のうち後年度への備えとして
１億8,300万円を財政調整基金へ積み立てました。

用語の説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歳入▶町税…町に納める町民税、固定資産税などの税金　地方交付税…全ての市町村で一定の行政

サービスが受けられるように国が交付するお金　繰入金…基金（貯金）から取り崩したお金　
町債…建設工事を行うときや地方交付税の財源不足分を補うために借り入れたお金

歳出▶総務費…庁舎管理、交通防犯対策、選挙、地域づくり支援などに使われるお金　民生費…子
育て支援、高齢者・障がい者福祉などに使われるお金　教育費…スクールバス、学校・幼稚
園の管理、スポーツ振興に使われるお金　土木費…道路建設・維持・町営住宅管理などに使
われるお金　農林水産費…農業振興・農地整備などに使われるお金　公債費…町債（町が借
り入れたお金）の返済金

　一般会計の歳出は、前年度と比較して42億
2,778万円の増加となり、歳入と同じく過去最
大の規模となりました。
　教育費は、新中学校建設工事や南郷テニスコ
ート改修工事により大幅に増加しました。民生
費は、物価高騰対策の給付金支給や児童手当の
対象年齢引上げをしたほか、障害福祉の扶助費
で増加しました。この他、消防費、農林水産業
費および商工費でそれぞれ増加しました。また、
物価高騰や賃上げなど社会経済の影響により、
全体的に決算額を押し上げました。

153億
7,292万円

157億
8,936万円

教育費
58億2,943万円
（37.9%）

町税
25億9,656万円
（16.4%）

地方譲与税・各
種交付金
9億6,129万円
（6.1%）

使用料及び手数料、分担金など
1億2,553万円（0.8%)

国・県支出金
35億6,680万円
（22.6%）

財産収入・寄附金
　　　　4,425万円（0.3%）

繰入金
7億7,283万円（4.9%）

繰越金
1億5,732万円（1.0%）

諸収入
2億7,068万円（1.7%）

町債
30億3,519万円
（19.2%）

地方交付税
42億5,891万円
（27.0%）

災害復旧費
45万円（0.0％)

民生費
36億6,422万円
（23.9%）

総務費
14億4,991万円
（9.4%）

衛生費
9億9,629万円（6.5%）

商工費
1億8,751万円（1.2%）
消防費
5億1,018万円（3.3%）

土木費
8億5,788万円（5.6%）

農林水産業費
6億6,292万円（4.3%）

労働費
1,037万円（0.1%）

議会費
9,408万円
（0.6%）

歳出歳入
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公債費　11億968万円
（7.2%）
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■特別会計の決算

■公営企業会計の決算

■令和６年度の主な事業

42億7,498万円 1億2,469万円 7,406万円 434万円

中学校整備推進
事業新 郷テニスコート

改修工事南 災行政無線更新
工事防 レルサウナ

設置工事バ

　各特別会計の歳出決算額を前
年度と比較すると、国民健康保
険特別会計で0.2％の増加、後
期高齢者医療特別会計で11.7
％の増加、介護保険特別会計で
0.1％の増加となりました。

　資本的収支差引額については、前年度同意済企業債7,650万円を除いた差引不足額２億6,998万
円を減債積立金、過年度分損益勘定留保資金、過年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、
当年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

　資本的収支差引額については、過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

　資本的収支差引額については、前年度同意済企業債9,380万円および翌年度へ繰り越される繰越
工事資金1,879万円を除いた差引不足額３億9,459万円については、当年度分消費税および地方消
費税資本的収支調整額、繰越工事資金、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金で
補てんしましたが、なお不足する額については、令和６年度同意済企業債の未発行分で翌年度に措
置します。

◆水道事業会計の決算状況� ※（　）表示は消費税抜きの金額

◆病院事業会計の決算状況

◆下水道事業会計の決算状況

新中学校の建設工事を引き
続き行い、開校に向けて準
備を進めました。

スポーツ振興・健康増進の
ため、南郷テニスコートの
大規模改修を行いました。

災害情報を迅速に伝達する
ため、防災行政無線の更新
を４年計画で行います。

「でんえん土田畑村」の魅力
向上等の促進のため、バレ
ルサウナを設置しました。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差引額
国民健康保険 27億8,149万円 27億3,514万円 4,635万円
後期高齢者医療 3億8,353万円 3億8,164万円 189万円
介護保険 26億7,915万円 25億9,531万円 8,384万円

区　　分 収　入　額 支　出　額 差　引　額

収益的収支 ８億3,444万円
（７億6,345万円）

７億3,495万円
（６億8,051万円） （8,294万円）

資本的収支 ２億5,562万円 ４億4,910万円 △１億9,348万円

区　　分 収　入　額 支　出　額 差　引　額

収益的収支 ６億9,304万円
（６億8,847万円）

７億5,168万円
（７億4,818万円） （△5,971万円）

資本的収支 １億   324万円 １億2,929万円 △2,605万円

区　　分 収　入　額 支　出　額 差　引　額

収益的収支 10億2,057万円
（  9億5,800万円）

  9億7,043万円
  （9億5,045万円） （755万円）

資本的収支 10億9,773万円 13億7,973万円 △２億8,200万円
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町の台所事情（借金と貯金）
　町では、一般の家庭と同じように大きな事業などを行うときに国や民間の金融機関などからお金
を借りています。また、将来の支出に備えた貯金もあります。この２つの状況についてお知らせし
ます。

■町債および企業債の年度末残高（町の借金）　～令和６年度末の残高は約226.4億円

■基金の年度末残高（町の貯金）　～令和６年度末の残高は約44.6億円

　一般会計の令和６年度末の町債残高は、前
年度と比べて19億6,187万円の増加となり、
117億2,226万円となりました。町全体の町
債および企業債残高は、前年度と比べて20億
822万円の増額となりました。

　介護保険特別会計の基金残高は増加となりま
したが、一般会計と国民健康保険特別会計の基
金現在高は減少し、基金全体で６億3,382万円
の減少となりました。

<各会計の内訳>

<各会計の内訳>

区　　分 令和５年度末残高 令和６年度末残高 前年度比較
一般会計　財政調整基金 17億7,496万円 15億5,384万円 △２億2,112万円
　　　　　減債基金 3億2,610万円 ３億6,672万円 4,062万円
　　　　　その他の基金 17億8,318万円 14億4,189万円 △３億4,129万円
国民健康保険特別会計 5億2,782万円 ３億8,698万円 △１億4,084万円
介 護 保 険 特 別 会 計 ６億7,883万円 7億   764万円 2,881万円

合　　　　　計 50億9,089万円 44億5,707万円 △６億3,382万円

区　　分 令和５年度末残高 令和６年度末残高 前 年 度 比 較
一 般 会 計 97億6,039万円 117億2,226万円 19億6,187万円
水道事業会計 28億7,411万円 28億4,412万円 △2,999万円
病院事業会計 １億3,384万円 １億2,126万円 △1,258万円
下水道事業会計 78億6,305万円 79億5,197万円 8,892万円
合　　　計 206億3,139万円 226億3,961万円 20億   822万円
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　将来にわたって抱える負担すべき金額（町債
の借入れやリース契約などで支払いが確定して
いる金額）が、町の標準的な収入金額に対して
どのくらいの比率になっているのかを示す数値
です。

財政指標で見る町の財政状況
　町の財政状況は、健全化判断比率をはじめとするさまざまな指標により、分析することができま
す。令和６年度決算に基づいた算定結果についてお知らせします。

■実質赤字比率

■実質公債費比率

■都市計画税の使い道（令和６年度歳入　都市計画税　9,743万円）

■連結実質赤字比率

■将来負担比率

１．健全化判断比率

２．資金不足比率

　一般会計が赤字か黒字か判断する比率です。
赤字のときのみ数値が記載されます。過去いず
れの年度においても赤字はありません。

　その年度に返済すべき公債費等の金額が、町
の標準的な収入金額に対してどのくらいの比率
になっているのかを過去３年度の平均値で示す
数値です。

　令和６年度に納税された9,743万円のうち、過誤納還付未済額を除いた9,742万円は、都市計画
事業9,903万円の財源の一部として使用しました。不足分は、一般財源を充当しています。

　公営企業会計を含む全会計の合計が赤字か黒
字か判断する比率です。赤字のときのみ数値が
記載されます。過去いずれの年度においても赤
字はありません。

　地方公共団体の財政の健全性を表す４つの比率の総称です。毎年、公表が義務付けられています。
この比率が早期健全化基準を超えた場合、町は財政の早期健全化のための計画を定め、さらなる財
政の健全化に取り組まなければなりません。

　公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する割合です。公営企業の資金不足を公営企業の
事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示す指標ともいえ
ます。
　本町の水道事業会計、病院事業会計および下水道事業会計のすべてにおいて、資金不足額はあり
ません。

都　市　計　画　事　業 決　算　額

下水道事業会計への補助金
（これまで整備した公共下水道整備事業に係る企業債償還金） 7,636万円

これまで整備した都市計画事業に係る町債償還金 2,267万円

合　　　　　計 9,903万円
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